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The Reality of “IKIZURASA” of Children and Young People from a Relational Perspective :





　First, this paper examines the situation of children in contemporary Japan. Specifically, 
it investigates the problems of children and young people with difficulties. 
　We clarify the source of the difficulty by analyzing newspaper articles. The analysis 
reveals how the framework of children versus adults has been transformed.
　There are two results, First, it is important for children to build relationships in the 
same direction when interacting with others. It is necessary to clarify the characteristics 
of the child’s relationship from an intersubjective approach, rather than grasping the child 
as an “individual”.
　Second, we point out the need to relativize the dichotomous thinking of children and 
adults, to portray the ways in which children and young people respond and change their 
situations in accordance with the current social context, and to describe the world of 
children and their relationships in a complex contemporary society.
Keywords :  “Ikizurasa”, children and young people, relational perspective, building 
relationships
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た関係性の認知様式が、近代社会において当たり前に思われる常態を生み出したといえる。
　アリエスの子どもの発見以降、日本においても子ども研究は盛んに行われるようにな





























































































































総務庁青少年対策本部基礎調査 西暦 元号 キーワード① キーワード②
①
非行・連帯
少年非行の実態に関する調査結果報告書 1966 S41 非行
青少年の連帯感などに関する調査 1970 S45 連帯感
青少年の連帯感などに関する調査第 2 回 1976 S51 連帯感
非行原因に関する総合的調査研究 1979 S54 非行
②
家族
国際比較　日本の子どもと母親 1981 S56 家族 国際比較
国際比較　青少年と家庭 1982 S57 家族 国際比較
青少年の連帯感などに関する調査第 4 回 1985 S60 連帯感
低年齢非行少年に関する研究調査 1986 S61 非行
現代青年の生活と価値観 1986 S61 生活・意識 価値観
日本の父親と子ども 1987 S62 家族
日本の子どもと母親（改訂版） 1987 S62 家族
③
非行・規範
規範意識と非行の深化との関係についての研究調査 1989 H1 非行 規範
非行原因に関する総合的調査研究第 2 回 1990 H2 非行
青少年の連帯感などに関する調査第 5 回 1991 H3 連帯感
非行少年の社会的自立の阻害要因 1992 H4 非行 自立
青少年の規範意識形成要因に関する研究調査 1993 H5 規範
現代青少年の発達課題に関する研究調査 1995 H7 発達課題
青少年の連帯感などに関する調査第 1 回〜第 5 回の総括 1995 H7 連帯感
子どもと家族に関する国際比較調査 1995 H7 家族 国際比較
④
非行・暴力
青少年の生活と意識に関する基本調査 1996 H8 生活・意識
青少年の薬物認識と非行に関する研究調査 1997 H9 非行 薬物
非行原因に関する総合的研究調査第 3 回 1999 H11 非行
青少年とテレビ、ゲーム等に係る暴力性に関する調査研究 1999 H11 非行 暴力
青少年の暴力観と非行に関する研究調査 2000 H12 非行 暴力
⑤
生活・意識
低年齢少年の価値観等に関する調査 2000 H12 生活・意識 価値観
日本の青少年の生活と意識に関する基本調査第 2 回 2001 H13 生活・意識
青少年の社会的適応能力と非行に関する研究調査報告書 2001 H13 非行
青少年の社会的自立に関する意識調査 2005 H17 自立
低年齢少年の生活と意識に関する調査 2007 H19 生活・意識





非行原因に関する総合的研究調査第 4 回 2010 H22 非行
若者の意識に関する調査（ひきこもりに関する実態調査） 2010 H22 生活・意識 ひきこもり
青少年の薬物乱用に関する調査 2010 H22 非行 薬物
若者の意識に関する調査（高等学校中途退学者の意識に関
する調査） 2011 H23 生活・意識 中途退学
困難を有する子ども・若者の支援者調査 2012 H24 生活・意識 困難
親と子の生活意識に関する調査 2012 H24 生活・意識 家族
若者の考え方についての調査（若者の仕事観や将来像と職
業的自立就労支援等に関する調査） 2012 H24 生活・意識 職業
困難を有する子ども・若者および家族への支援に関する調
査研究 2013 H25 生活・意識 困難
若者の考え方についての調査（ニート・ひきこもり・不登
校の子ども・若者への支援等に関する調査） 2013 H25 生活・意識 ひきこもり
困難を有する子ども・若者および家族への支援に関する調
査研究 2014 H26 生活・意識 困難
小学生・中学生の意識に関する調査 2014 H26 生活・意識
若者の生活に関する調査 2016 H28 生活・意識
子供・若者の意識に関する調査 2017 H29 生活・意識
子供・若者の現状と意識に関する調査 2018 H30 生活・意識
生活状況に関する調査 2019 H31 生活・意識











③　非行・規範（1989 年〜 1995 年）期





























































































































































なお調査対象者は 13 歳から 29 歳までの男女である。調査票を入手することができなかっ





















































































































































































































































































































































































































































































査はインターネット調査で実施、対象は全国の 13 歳〜 29 歳以下の者で、有効回答数
10,982 サンプル（有効回収率 98.2％）から標本 10,000 サンプルを無作為抽出による選
定となっている。
（７）　年齢の刻みは 13・14 歳、15 歳〜 19 歳、20 歳〜 24 歳、25 歳〜 29 歳の４カテゴリー
分けて示されている。本来ならば個別の調査結果をもとに、中学生、高校生のカテゴリー
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